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重症心身障害児・者が在宅で安心して暮らせるように 

国と札幌市へ改善求めて宣伝署名行動！ 
 
 ６月１９日（日）昼、札幌市大通公園

で、「重症心身障がい児・者の在宅支援

に取り組む会」と「重症心身障害児（者）

を守る会」は、２４時間医療的ケアが必

要な重症な患者・家族が、多くの困難を

乗り越えて在宅で生活している現状を

改善しようと、宣伝署名に取り組み、障

害を持つ子の親をはじめ医師、看護師な

ど４０人が参加しました。  

 

「睡眠時間は２時間たらず」 
 同取り組む会代表の辰巳研一医師（小

児科）をはじめ、障害を持つ子の親、産

婦人科医や看護師がハンドマイクで

切々と訴えました。「脳性麻痺のある乳

児の場合は、たんや唾液がたまると呼吸

困難になるため１時間に５～６回の吸引がかせません。最低２時間おきの体位交換が必要で、２４時間目が離

せない状況で介護する親は、まとめてとれる睡眠時間は２時間たらずです」と現状を訴え、訪問看護や保育・

リハビリなどの療育、短期入所施設などの充実や通院・通学など移動支援など在宅で暮らせるようにと改善署

名への協力を求めました。 

子ども連れの親子や若者からお年寄りまで多数協力してくれ、１時間で国への署名は２３０筆が集まりまし

た。会では、署名の１次集約を６月末として取り組んでいます。 

（近日中に署名用紙とチラシ北海道社保協のホームページにも掲載します。ご協力お願いします） 
 
 

地域社保協で、総会、学習会や自治体との懇談など行われる 
 

 今月、地域社保協で、総会や学習会、自治体との懇談、宣伝・署名行動などが行われ、計画もされています。地

方議会や介護保険策定委員会も行われています（その一部を紹介）。 

各地の国保問題や介護保険計画など、地域社保協の取り組みも合わせて、ご紹介下さい。 

 

 札幌社保協  
 

6/7  上田札幌市長へ要望書提出しました。 

（選挙公約を踏まえて、子ども医療費助成の拡大や介護の改善要望など5項目の要望） 

 6/23 総会 

 6/27 国保課による「一部負担金減免要綱改正」の説明会 

 6/29 介護保険課との懇談（介護保険改悪内容と市の考え方、介護事業計画など） 

 

 釧路社保協  
 

 6/18 総会  講演「原発と放射線の影響」 


